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概要
・東京都の明治大学にて2日間にわたり研修
・1日目はその後の懇親会で講師や他市区町村の議員さんと交流

今回は初めての参加
同僚の小澤眞議員に誘われての参加でした。

都留市からは元市議2名と併せて4名で研修へ



研修風景

大ホールで何百名もの議員や大学生と一緒

に抗議を聞き、終了後質疑応答があります。



研修について

• 8本の研修を2日間で行うかなりハードなスケジュールです。

• 大学1年次の授業と同じでしっかり講義を聞くというというもの。

• 一番共感したものをレポートします。



高齢社会を乗り越える地域協働 牛山久仁彦（明治大学教授）

• 日本の将来を見据えたときに高齢化、少子化は確定しているという事をふ
まえて、少子高齢化を受け入れたうえでの政策が必要とされている

• 現状の地方創生では他市からの移住で決められた数の取り合いをしてい
る状況の為、根本的な解決ではない。

• 人口減という必ず来る事実をしっかりと受け止めていく必要がある。隣から
人を連れてきても、隣の市では人口が減っている為、すぐに自分の市から

も人が出ていくという現実
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まとめ
前ページの図が示すように、隣の市から人を奪っても隣の市で人が少な

くなり疲弊する。隣接する自治体の疲弊は自分の自治体の疲弊に繋が

る為、根本的な解決にはならない。

根本的な解決策を考えるにはまずはじめに、人口減、少子高齢化すると

いう事を受け入れ、それをふまえての政策を考える必要がある。

地方創生と言って、日本全体の総数のうち人を引っ張りあっても国家レ

ベルでは何の解決にもならない為、人口減をとめつつも、人口減を受け

入れていく考え方が必要になる。

※写真は別の講義


